
　　　　

2025 年 3 月 25 日

9 時 00 分から 17 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 ＳＭＩＬＥ　ＨＯＵＳＥ　にこ　ｎｉｃｏ 支援プログラム（参考様式） 作成日

法人（事業所）理念

法人理念　：生きにくさを抱える人が子どもから大人まで一生涯地域の中で幸せを感じられる暮らしを実現する
事業所理念：〇できたの喜びを知る（できないことは「これからできるようになる」ということ。できなくても何度も挑戦したことを褒め称え、「できた！」の喜びを分かち合う
　　　　　　　嬉しさを身につける）
　　　　　　〇笑顔を絶やさない（生きづらい世の中だが、仲間との時間、野外活動、家族との時間を大切にすることで、自分らしく生き、笑顔が生まれる）
　　　　　　〇必要とされる喜び（人から必要とされることを喜び、それに応じようと努力できる人になるように、感謝の言葉をかけていきます）

支援方針
川遊び、ザリガニ釣り、自転車遊び、鬼ごっこなど様々な昔遊びを通して、視覚や聴覚、嗅覚、触覚などのさまざまな感覚情報を統合して、適切に反応する能力（感覚統合）と人との関り
方が身につくよう支援していきます

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・毎日の健康管理と必要な対応を行います。子どもたちが出す小さなサインから心身の異変に気づけるよう、観察を行います
・食事、排泄等の基本的な生活のリズムを身につけられるよう、時間での誘導や声かけを行います
・1日の流れやイベントの説明などは視覚支援を用いるなど、分かりやすい方法で伝え、不安なく過ごすことができるよう支援します
・食育(菜園体験・クッキングなど）

・リズム遊び、感覚教材、散歩、季節の制作、いろいろな道具の使い方等
・粗大運動（鬼ごっこ、木登り、ジャンプ、トランポリン、ボール遊び、マット運動等）や微細運動（つかむ、ひっぱる、はめる等）、ビジョントレーニング等を通して基本的な動作
　が向上するよう支援します

・マッチング、ひも通し、型はめ、プットイン等で数量、大小、色、空間の概念を習得できるよう支援します
・物の置き場所を視覚的に分かるよう環境を整え、片付けやすくする
・散歩や戸外活動の際、移動時に交通ルールを守り、集団で行動できるよう支援します

・挨拶や場面に合った言葉使い、人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得
・読み・書きに対する学習支援
・コミュニケーション手段の活用(SST・発表する機会の提供・ロールプレイ)
・絵カードやホワイトボードを使用したり、ジェスチャーなどのサインを用いて、言葉以外でのコミュニケーション手段の獲得を支援します
・自分で選択する機会を作り、自分の思いを相手に伝えられる機会を作ります
・支援者が間に入りながら、活動を通して他者とのやり取りが経験できる場を提供します。

・小集団・集団での遊びやゲームを通して人との関わり方や接し方を学ぶ
・社会体験や地域交流の場を設ける
・集団での活動を通して、ルールや順番を守りながら他者と楽しい時間を過ごせるよう支援します
・他者と適切な距離感を保てるよう声かけを行い、良好な関係を気付けるよう支援します

主な行事等

・親子行事：ボウリング大会　バーベキュー
・遠足　クッキング
・季節の行事(お花見・夏祭り・ハロウィン・クリスマス等)

家族支援

・送迎時の会話など随時情報共有をするとともに、必要に応じて面談や参観
　する場を設け、ご家族の不安や困りごとへの相談援助を行います
・延長支援
・買い物支援

移行支援

・具体的な移行先との調整、相談援助、連携
・学校や関連の医療・福祉施設と情報交換や担当者会議を行い、包括的
　な支援を行えるよう環境作りを行います

地域支援・地域連携

・相談支援事業所や障害福祉サービス事業所との連携
・学校や併用利用先との情報共有
・イベントへの参加や公共施設（公園等）を活用を通して、地域との交流する
　機会を提供します
・地域のスーパーへの買い物

職員の質の向上

・定期的な療育会議、職員会議、活動会議の実施
・職員の各種勉強会や研修への参加


